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論文の内容の要旨
　強制流動サブクール沸騰限界熱流束は，核融合炉高熱流束機器の冷却における除熱限界を定めるものとして重
要な課題となっており，実験的研究が精力的に進められてきた。最近この隈界熱流束を機構論的モデルにより解
析的に予測することが行われるようになったが，一それらは，最後に実験とあわせる実験定数を含むものであった
り，実際の状況とは異なる仮定を入れたりするものがほとんどであった。
　本論文は，機構論的モデルで最近注目されている液膜ドライアウトモデルについて，上記スラグ形成に対し物
理的に妥当性のある新しいモデル化を行い，実験定数を含まないことは勿論，仮定の少ないモデルの提案を行っ
た。このモデルを実証するため，まず，直管内流の多くの実験データとの比較を行い，全データに対してよい精
度で予測できること，特にこれまで最もよい予測を与えるとされたCe1ataの液膜ドライアウトモデルよりよい予
測を与えること，等を示した。さらに隈界熱流束に対する管の寸法効果を調べ，実験的に超高限界熱流東となる
ごく短い管では予測が悪く，気泡スラグの形成に対し別なメカニズムの導入が必要なことを示した。
　次にこのモデルを，管の周方向非均一加熱条件，ねじりテープ挿入条件，そして液体窒素や冷媒など水以外の
流体の限界熱流東実験データとの比較を行った。直管内流と見なしてよい流れではよい予測を与えるが，ねじり
テープ挿入管でねじりの効果が大きく遠心力が効くような，直管内流のモデルと異なる場合には予測とはずれる
ことを示すと共にこれらにつき考察を行った。
審査の結果の要旨
　強制流動サブクール沸騰限界熱流束の独創的な機構論的モデルを開発し，広い条件での実験データを説明しそ
の有効性を示すと共に，適用条件や今後の課題を示したことは，基礎学問の発展のみならず高熱流束機器の除熱
という応用分野への寄与も大きく高く評価できる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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